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第１章 「二日市」からの旅……福岡市の無関心

第２章　二日市保養所の真実……『水子の譜』の衝撃

第３章　証言と「問診日誌」……敗者の沈黙

第４章　泉靖一という男……植民地二世・泉靖一

第５章　泉靖一の闘争……敗戦前夜の予言／京城帝国大学

第６章　聖福寮の山本良健……引揚孤児施設「聖福寮」

第７章　石賀信子と保母たち……引揚港・佐世保

第８章　映像の力・上坪隆……「引揚港・博多湾」

第９章　次世代へ語り継ぐ……最大の戦争犠牲者
　◉年表で見る「引揚港博多」の戦前戦後

戦後日本の再生は、ここから始まる
中絶施設・二日市保養所（福岡県筑紫
野市）は、忘却された「戦後史の穴」
である。跡地に立つ「仁」の慰霊碑
が、その記憶を静かに語る。

◆満州などでの性暴行被害者数百人が、引揚げ港
・博多近郊で治療を受けた。女性や孤児らを支え
た献身的行為に光をあてた労作。
◆インカ遺跡を発掘した文化人類学者・泉靖一を、
「災害人類学」の先駆者として再評価する。
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論説委員等を歴任。韓国外国語大学言論情報学部客員教
授などを経て、近現代日本史、韓国、台湾、映画を中心に
取材中。著書に『私のコリア報道』論文「終戦時の陸軍大
臣・阿南惟幾、遺族が語る自決七〇年目の真実」他がある


